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◉大瀬小学校（山田眞
しんいち

市校長、
児童50人）の新築校舎が12月
26日に完成。１月10日の始業
式から新たな学校生活が始ま
りました。校舎は木造２階建て
で、延べ床面積は約1,730平方
㍍です。450立方㍍の木材を使
用しています。
　写真は６年生の皆さん。待ち
に待った校舎の完成に、笑顔が
はじけます。中田幹

かんだい

大君は「新
しい校舎は気持ちいい。卒業ま
で短い時間だけれど、思い出を
たくさんつくりたい」と喜びま
した。（関連記事、12ページ）

16 みんなのひろば
リレーエッセイ／はじめてのバースデー／人☆キラリ／ＨＥＬＬＯ！！！　他
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32 住人十色

12 うちこ往来 大瀬小学校の新校舎が完成／町内各地で「どんど焼き」 　他

22 町からのお知らせ 冬の小田深山物語／第23回内子の森づくり  他
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まちのニュース10 「内子町駅伝競走大会」特別版

21 ゆうてぃあ　Vol.190

26 くらしの情報 子育て支援クラブの会員募集／ 28年分確定申告について  他

14 平成29年内子町成人式

福岡　百
ももえ

萌さん　小田小学校６年（水元）

みんなを笑顔にできる

すてきなパティシエなりたい

　私は今、剣道を頑張っています。小田剣道スポーツ少年団で
キャプテンをしていて、週３回の練習をしています。目標は愛
媛県の女子の中で一番になることです。面が得意なので、さら
に技を磨いて強い選手になりたいです。中学生になっても剣道
はずっと続けていきます。
　夢はパティシエになることです。お菓子の味やデザインで人
を笑顔にできる仕事だと思い、憧れるようになりました。休み
の日には、本などを見ていろいろなお菓子作りに挑戦していま
す。最近はマカロンを作りました。形が崩れてしまうので難し
かったけれど、何度も挑戦して上手に作れるようになりまし
た。夢に近づけるよう、失敗したことなどをノートに書くよう
にしています。パティシエになったら、おいしくて見た目でも
楽しめるすてきなお菓子を作りたいです。
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―特集―

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
起
こ

す
死
亡
事
故
が
各
地
で
相
次

ぎ
、
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
も
喫
緊
の
課
題
と

し
て
取
り
組
み
、
３
月
に
は

75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
認
知
機
能
検
査
の
強

化
を
柱
と
し
た「
改
正
道
路

交
通
法
」を
施
行
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
よ
る
事
故
の
防

止
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
生

活
に
車
が
欠
か
せ
な
い
山
間

部
に
暮
ら
す
高
齢
者
か
ら
は

「
ま
だ
車
を
手
放
せ
な
い
」と
、

不
安
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
問

題
は
、
公
共
交
通
の
利
便
性

の
向
上
や
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
の
で
す
。

　

今
の
社
会
の
流
れ
を
変
え

る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
気
持
ち
の
持
ち
方
だ

け
で
減
ら
せ
る
事
故
は
あ
り

ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
実
情
と

お
も
い
や
り
運
転
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

思
い
や
り
運
転
―
―

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く
す
鍵



　　

28
年
10
月
、
横
浜
市
港
南
区
で
発

生
し
た
事
故
―
―
。
小
学
生
の
列
に

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
、
小
学
１

年
の
男
児
が
死
亡
、
児
童
４
人
を
含

む
６
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
運
転
し

て
い
た
の
は
87
歳
の
男
性
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
重

大
事
故
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
75

歳
以
上
の
運
転
者
へ
の
認
知
機
能
検

査
を
強
化
す
る「
改
正
道
路
交
通
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

実
は
減
っ
て
い
る
死
亡
事
故

　

全
国
の
交
通
事
故
死
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
28
年
に
は
67
年
ぶ
り

に
４
０
０
０
人
を
下
回
り
ま
し
た
。

最
も
多
か
っ
た
昭
和
45
年
と
比
べ
る

と
約
４
分
の
１
に
減
っ
て
い
ま
す
。

要
因
に
は
、
飲
酒
運
転
や
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
な
ど
の
規
制
強
化
、
自
動

車
技
術
の
進
歩
が
あ
り
ま
す
。
死
亡

事
故
は
減
り
ま
し
た
が
、
交
通
事
故

は
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
な
い
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

実
は
65
歳
以
上
の
死
亡
事
故
も
、

少
し
ず
つ
減
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、

高
齢
者
の
死
亡
事
故
数
が
全
体
数
を

押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
対

愛媛県大洲警察署
交通課長

前田　俊
と し き

樹さん

「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
」と
油
断
し
て

最
初
の
事
故
が
、
死
亡
事
故
―
―

そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

常
に
緊
張
感
を
持
っ
て
運
転
し
て
ほ
し
い

まず、考えよう――
なぜ交通事故は起きるのか

夕方に追突事故が多い場所。買
い物や仕事の帰りで、集中力が
散漫になる時刻。56号線に出入
りする車が多いので、早めのラ
イト点灯を心掛けること。

追突事故が多い。松山方面から
来る場合、市街地入口の最初の
信号になるため、前の車が減速
したときに気付くのが遅れる。
脇見運転が原因になることも。

交
通
事
故
多
発
箇
所

　
大
洲
警
察
署
が
ま
と
め
た
人
身

事
故
の
多
発
箇
所
を
参
考
に
作

成
。
25
〜
27
年
に
発
生
し
た
事
故

件
数
か
ら
、
内
子
町
内
の
危
険
箇

所
の
ワ
ー
ス
ト
５
位
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
件
数
が
同
じ
場
合
は
、

交
通
量
の
多
い
方
が
上
位
。
物
損

事
故
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

１２ WorstWorst
知清橋交差点付近内子郵便局付近

11件６件

特集：高齢者の交通事故をなくす鍵

思いやり運転――
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策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

愛
媛
県
で
は
28
年
中
、
交
通
事
故

で
77
人
が
亡
く
な
り
、
そ
の
内
54
人

が
65
歳
以
上
の
人
で
し
た
。
ま
た
大

洲
署
管
内
で
は
１
９
２
件
の
人
身
事

故
が
発
生
し
、
そ
の
内
１
０
５
件
は

65
歳
以
上
の
人
が
起
こ
し
ま
し
た
。

高
齢
者
が
事
故
の
加
害
者
に
な
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

怖
い
の
は「
加
齢
」
よ
り「
過
信
」

　

交
通
事
故
の
主
な
原
因
は
、
緊
張

感
の
欠
如
や
安
全
確
認
不
足
で
す
。

無
事
故
・
無
違
反
で
年
齢
を
重
ね
る

と
、
そ
れ
が
自
分
の
運
転
に
対
す
る

自
信
に
な
り
ま
す
。
高
齢
の
運
転
者

ほ
ど「
私
は
大
丈
夫
。
事
故
に
遭
わ

な
い
自
信
が
あ
る
」と
思
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
に
関
わ
ら
ず「
過
信
」
や

「
慣
れ
」は
、
安
全
確
認
を
お
ろ
そ
か

に
し
、
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

事
故
経
験
の
な
い
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、
多
く
の
人
が
自
分
の
感
覚

で
大
丈
夫
と
信
じ
て
い
ま
す
。
し
か

し
年
齢
と
と
も
に
判
断
能
力
は
低
下

す
る
の
で
、
運
転
の
危
険
度
は
年
々

増
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
実
際
の
交

通
事
故
は
複
数
の
危
険
が
重
な
っ
て

起
こ
る
も
の
―
―
。「
自
分
は
大
丈

夫
」で
は
な
く
、「
相
手
は
大
丈
夫
か

な
」と
思
い
や
る
運
転
も
大
切
で
す
。

信号無視による出会い頭の事故
が多い。交通量が少なく、見通
しがいいため、信号の変わり目
で加速する車が事故を起こす。
信号が青でも左右の確認を。

店舗などから国道 56号線に出
る車の事故。交通量が多いた
め、車と車の切れ目を探して右
折。慌てて出るため、左右を十
分に確認できないことが原因。

細い道から出る車が、安全確認
や一旦停止を怠ると、出会い頭
の事故を起こす可能性が高い。
本線を走る車も、少し減速する
などの対策が必要。

３４５ WorstWorstWorst
豊秋橋東側付近内子分庁付近ＪＡ五十崎支所交差点

６件３件３件

※写真はスタントマンによる事故の再現
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10,684人

3,240人
4,117人

2,247人

64歳以下
65歳以上

参考：交通事故死者数の推移

交通事故死者数の全体数は
減っているが、65歳以上の死
者数は、ほぼ横ばいなのが分
かる。22年に初めて 65歳以
上の高齢者の死者数が、全体
の５割を超えた。
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３
月
12
日
か
ら
施
行
さ
れ
る「
改

正
道
路
交
通
法
」
で
は
、
75
歳

以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
免
許
更
新
の
際

に
受
け
る「
認
知
機
能
検
査
」
が
強
化

さ
れ
ま
す
。
ま
た
信
号
無
視
や
通
行
区

分
違
反
な
ど
、
認
知
機
能
が
低
下
し
た

と
き
に
起
こ
り
や
す
い
違
反
行
為
を
し

た
と
き
に
は「
臨
時
認
知
機
能
検
査
」

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ら
の
検
査
で「
認
知
症
の
恐
れ
が
あ
る
」

と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
医
師
の
診
断
が

義
務
付
け
さ
れ
ま
す
。
認
知
症
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
運
転
免
許
の
取
り
消

し
な
ど
の
対
象
に
な
り
ま
す
。　

そ
こ
で
、
自
治
セ
ン
タ
ー
や
保
健

セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
高
齢
者
の
運
転
に
つ
い
て

１
０
０
人
に
聞
き
ま
し
た
。
回
答
し
た

の
は
男
性
33
人
、
女
性
67
人
で
、
平
均

年
齢
は
75
歳
で
し
た
。

　

集
計
結
果
か
ら
７
割
の
人
が
免
許
を

保
有
し
、
返
納
は
１
割
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。
生
活
に
車

が
欠
か
せ
な
い
山
間
部
な
の
で
、
免
許

を
手
放
す
の
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
返

納
す
る
年
齢
に
つ
い
て
は「
年
齢
で
は

な
く
、
個
人
の
運
転
能
力
で
判
断
す
る

べ
き
」と
い
う
意
見
が
目
立
ち
ま
し
た
。

高
齢
者
の
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

「
危
険
運
転
を
す
ぐ
に
察
知
で
き
る
」「
安

心
し
て
自
主
返
納
が
で
き
る
」、
見
守
り

の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

はい（17人）

いいえ（26人）どちらとも
いえない

（49人）

未回答
（８人）

はい（24人）

いいえ（44人）

持っている
（69人）

ない（31人）

――　60歳以上の人に聞きました　――

このハンドル、手放せますか

「いいえ」の理由は「日常生活に困
る」が多数。約５割の「どちらと
もいえない」人も、理由が「不便
になる」「人による」など、多くの
人が返納には慎重でした。

免許を持っている人の内、約３分
の１が「ある」と答えました。今
の年齢より、４～５年前から感じ
始めた人が多く、60歳ころからと
いう人もいました。

問 75歳以上の人は免許返納を
した方がいいと思いますか 問自分の運転を危ないと感じ

ることはありますか

自動車やバイクの免許を

持っていますか問

85歳以上の人では13人中、５人
が免許を持っていました（最高齢
は 90歳）。持っていない人の内、
11人が免許を自主返納。67歳で
返納している人もいました。

「認知機能検査」の強化が始まります。
事故防止が期待される一方、車は私たちの生活に欠かせないもの――
これからもっと増える高齢ドライバーについて考えるため、
高齢者100人へのアンケートと自主返納支援制度を紹介します。

■高齢ドライバーについてのアンケート結果（広報・広聴係調べ）
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　娘に「危ない」と言われたのがきっかけで、
85歳のときに自主返納しました。無事故・無違
反で運転は大丈夫でしたが、免許を返した日は
肩の荷を下ろす感じがしました。今は、事故を
起こす前に返して良かったと思っています。
　家族の支えもあり、不便は感じていません。
でも知り合いには、買い物へ行くのも大変とい
う人がいます。足が不自由な人はもっと大変で
す。免許は早めに返した方が安心ですが、その
後の暮らしが不便ではダメです。早く安心して
返納できるようになればいいですね。

早めの返納で安心――
でも、まわりの支えは必要

　

亀
岡　

清き
よ
ず
み住

さ
ん
＝
上
村
＝

＼
自
主
返
納
し
ま
し
た
／

　大きな事故を未然に防ぐために、運転免許証
の自主返納は、重要な選択肢の一つです。返納
を考えている人を後押しするために、少しでも
返納しやすい環境を整えることが大切です。
　内子交通安全協会では返納した人が「良かっ
た」と思えるよう、事業者や行政と協力してメ
リットを増やしたいと考えています。自主返納
支援を通じて、みんなで免許を返納した高齢
者のことを考えたり、高齢ドライバーの皆さん
が、自分の運転の技量を顧みたりするきっかけ
になればと思います。

自主返納支援制度を広めて

高齢者の不安を共有したい

　

内
子
交
通
安
全
協
会
副
会
長

　

池
永　

寿と

し

こ子
さ
ん
＝
内
子
７
＝

＼
安
協
も
支
援
し
ま
す
／

運転免許自主返納支援制度をご存じですか

　運転免許証の自主返納制度は、「運転に不安
を感じている」「もう運転しない」という人が、
自主的に免許を返納できる制度です。
　大洲警察署管内では自主返納を支援する事業
所が、免許を返納した人に対して商品購入の割
引、バス割引券の贈呈、サービスポイントの優
遇など、さまざまな特典をつけています。
◎自主返納支援の受け方
　運転免許センターまたは大洲警察署・内子交
番に、有効期間内の運転免許証と印鑑を持参し
て、返納の手続きをしてください。運転経歴証
明書など、自主返納した証明を渡します。支援
事業所などが指定する証明書類を提示して、特
典を受けてください。

◎運転経歴証明書
　免許証に変わる身分証明書として、生涯使う
ことができます。自主返納時に申請すること
で、受け取れます。内子交通安全協会では、会
員限定で運転経歴証明書の発行手数料1,000円
の半額を補助しています。ぜひご利用ください。

【問い合わせ】
大洲警察署交通課　☎０８９３（２５）１１１１

運転免許証と同じデザ
インの「運転経歴証明
書」。使用する写真を、
無料で撮影するサービ
スもしています。

特集：高齢者の交通事故をなくす鍵

思いやり運転――
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山
鳥
坂
地
区
は
旧
御
祓
小
学
校

か
ら
、
車
で
20
分
ほ
ど
山
道

を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
養

蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
昭
和
40
年
頃
は
16

戸
の
集
落
で
し
た
が
、
今
は
４
戸
の

み
。
城
戸
實
男
さ
ん
は
、
妻
の
冨
子

さ
ん
と
二
人
で
こ
の
地
区
に
長
年
住

み
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
83
歳
に
な

る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。

　
「
へ
き
地
な
ん
で
、
車
は
生
活
の

一
部
。
ち
ょ
っ
と
用
が
あ
る
と
き
も

車
が
な
い
と
い
け
ん
―
―
」と
自
作

の
薪
ス
ト
ー
ブ
に
あ
た
り
な
が
ら
、

話
し
始
め
る
城
戸
さ
ん
。「
車
を
使

う
と
き
は
栗
の
栽
培
や
草
刈
り
、
買

い
物
な
ど
。
あ
と
、
妻
が
大
洲
に
通

院
し
て
る
か
ら
、
毎
週
１
回
は
大
洲

に
通
い
よ
る
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
日

城戸　實
じ つ お

男さん
　　　冨

と み こ

子さん
　　　  ＝山鳥坂＝

広がれ、思いやりの心――
運転免許を持っていない人や返納した人には、周囲のサポートが不可欠です。
また山間部に住む人たちにとって、車はなくてはならない大切なものです。
誰もがいずれは高齢者。他人事ではありません。
みんなが安心できる社会を目指して、思いやりの心を広げましょう――

１２

こ
ん
な
山
奥
や
け
ん
、

車
が
な
い
と
困
る
こ
と
ば
か
り
―
―

衰
え
は
感
じ
る
け
れ
ど
、

乗
れ
る
間
は
乗
ら
せ
て
ほ
し
い
。
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　セブンイレブン JA五十崎支所店前では、移動
販売車「セブンあんしんお届け便・うちこい号」を運
行しています。月～金曜日に内子・五十崎地区の
山間部・５ルートを巡回するサービスです。
　必要な商品を連絡してもらえれば、商品を届け
る「御用聞き」もしています。買い物の支援だけ
ではなく、高齢者の見守り活動も兼ねています。
買い物がないときも「いらんけん」と言いに顔を
見せてもらえたら、安心できます。助け合いの精
神を大切にして、地域に根ざした活動を続けます
ので、ぜひご利用ください。

セブンイレブンＪＡ五十崎支所前店

店長　篠﨑　耕
こ う た ろ う

太郎さん

　デマンドバスは地域の新しい足として期待さ
れ、平成22年度から導入されました。人口が減っ
ていることもあり、利用者が年々減っている路線
もあります。各家の軒先まで迎えに行くのは便利
ですが、時間が掛かってしまうのが課題です。
　利用は電話での予約制です。何回も利用してい
ただく内に、互いが理解できるようになるので、
予約も円滑になります。運転手さんも顔なじみが
増え、楽しんでいるようです。アットホームな送
迎なので、運転免許を持っている人にも活用して
ほしいですね。

時
が
合
わ
ん
け
ん
、
使
え
ん
の
よ
。

他
に
住
む
と
こ
ろ
も
な
い
け
ん
、
免

許
が
な
く
な
っ
た
ら
大
変
」と
心
境

を
吐
露
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
い
こ
と

に
つ
い
て
は「
私
は
ま
だ
ま
だ
運
転

で
き
る
け
れ
ど
、
若
い
頃
に
比
べ
た

ら
だ
い
ぶ
落
ち
た
。
夜
間
は
な
る
べ

く
運
転
せ
ん
よ
う
に
し
よ
る
。
周
り

の
人
た
ち
が
、
危
な
い
と
心
配
す
る

の
も
分
か
る
け
れ
ど
、
事
情
も
あ
る

の
で
、
乗
れ
る
間
は
乗
ら
せ
て
ほ
し

い
」と
訴
え
ま
す
。

　

最
後
に
城
戸
さ
ん
は
、「
免
許
更

新
の
検
査
は
難
し
い
。
更
新
ご
と
に

成
績
が
落
ち
よ
る
。
趣
味
の
も
の
づ

く
り
や
薪
割
り
を
し
て
、
元
気
で
お

ら
ん
と
い
け
ん
な
」と
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
背
景
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
安
全
の
た
め
に
運
転
を
止

め
る
と
き
は
家
族
の
支
え
が
必
要
で

す
。
利
便
性
の
た
め
に
運
転
を
続
け

る
と
き
は
、
自
己
管
理
な
ど
の
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、「
事
故

を
起
こ
す
の
は
高
齢
者
だ
け
で
は
な

い
」と
い
う
こ
と
―
―
。
運
転
も
ま
ち

づ
く
り
も
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

４３

1_山鳥坂の風景　2_城戸さんたちの生活に欠か
せない薪。薪割りが元気の秘訣　3_雪道を走る。
この地域の雪はなかなか溶けない　4_ハンドル
を握るのは實男さん。「雪道も慣れたもんよ」

１２３４
3_多くの人が利用する移動販売。みんなで楽しそうに話して
いた　4_セブンイレブン JA五十崎支所前店と店長の篠﨑さん

1_多くの高齢者が利用。山間部の皆さんの足として、重要な
役割を果たしている　2_池田さんとデマンドバス

特集：高齢者の交通事故をなくす鍵

思いやり運転――

池田タクシー (株 )

代表取締役　池田　央
ひろし

さん

高齢者の足を支える事業者に聞きました

移動販売 デマンドバス

2017. 2   広報うちこ  9
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◇ 区間賞 ◇
（１区） （２区） （３区） （４区） （５区） （６区） （７区）

一般の部（１部）

畑中自治会A 川登自治会A 内子高校
教員

廿日市
自治会A

フィットネスクラブ

Ｒｙｕｏｗ 川登自治会A
フィットネスクラブ

Ｒｙｕｏｗ

松井　将 山本　隼 岡　颯天 桝田優一朗 永岡　裕 亀井洋之輔 赤星みゆき

11分00秒 13分45秒 11分40分 8分13秒 13分50秒 11分33秒 13分13秒

一般の部（２部）

消防内子 程内自治会A リンスケ
スピード 五十崎SSS 消防内子 消防内子 消防内子

中田　健一 河野　宏基 西岡　俊彦 智葉　誠 城本　大輔 藁池　昇吾 島田　絋佑

11分16秒 16分06秒 11分52秒 8分25秒 14分19秒 11分20秒 12分53秒

一般女子の部

内子
レディースA スマイル 内子

レディースA
内子

レディースA スマイル 内子
レディースA

内子
レディースA

徳田さおり 白石　晴美 田丸　律子 米森　紀子 原　美理 菊地　栄子 福島芽久美

13分06秒 18分17秒 14分19秒 10分32秒 16分31秒 13分05秒 15分10秒

高校男子の部

小田高校
野球部A

内子高校
サッカー部A

内子高校
サッカー部A

内子高校
サッカー部B

内子高校
陸上競技部

内子高校
サッカー部A

小田高校
剣道部

横田　拓巳 篠藤　勇月 西尾　祐哉 髙藤　颯大 和田　竜一 前田　志遠 市川　裕也

10分43秒 15分22秒 10分31秒 7分37秒 13分16秒 10分40秒 12分06秒

高校女子の部

小田高校
剣道部

小田高校
剣道部

内子高校女子バ
スケットボール部

内子高校女子
ソフトテニス部

内子高校
ソフトボール部

小田高校
剣道部

小田高校バ
レーボール部

小島　菜月 稲垣　彩夏 稲田　萌枝 山﨑　結衣 井上　茜 山本　真希 藤原日菜乃

13分26秒 17分49秒 14分04秒 10分29秒 16分31秒 13分51秒 15分16秒

中学校男子の部

五十崎中学校
サッカー部A

内子中ソフト
テニス部A

内子中バス
ケット部A

内子中バス
ケット部A

内子中
サッカー部

五十崎中学校
サッカー部A

内子中バス
ケット部A

宮部　蒼 城戸　歩 菊地　葵士 大西優太朗 福見　翔 西岡　秀真 橘　透和

11分07秒 15分32秒 11分09分 7分53秒 13分32秒 11分11秒 13分25秒

中学女子の部

五十崎中学校
バレーボール部A

五十崎中学校
バレーボール部A

五十崎中学校
ソフトボール部A

五十崎中学校
バレーボール部B

五十崎中学校
バレーボール部A

五十崎中学校
バレーボール部A

五十崎中学校
バレーボール部A

寺谷　藍 谷口　琉菜 上岡　由季 大森さくら 佐野まりな 宮本　香純 向井麻友里

13分32秒 18分07秒 13分33秒 9分29秒 16分07秒 12分59秒 15分10秒

◇ 団体 ◇
（優　勝） （第２位） （第３位）

一般の部（１部）

川登自治会A 内子高校教員 村前自治会A

1時間28分13秒 1時間28分53秒 1時間34分41秒

一般の部（２部）

消防内子 平和会 緑風荘

1時間27分23秒 1時間35分43秒 1時間40分59秒

一般女子の部

内子レディースA スマイル ―

1時間42分36秒 1時間50分54秒

高校男子の部
内子高校
サッカー部Ａ

内子高校
野球部Ａ

小田高校
野球部Ａ

1時間21分49秒 1時間23分03秒 1時間24分22秒

高校女子の部
小田高校
剣道部

内子高校
ソフトボール部

小田高校
バレーボール部

1時間43分33秒 1時間48分03秒 1時間48分32秒

中学校男子の部
五十崎中学校
サッカー部Ａ

内子中
サッカー部

内子中
バスケット部Ａ

1時間25分58秒 1時間26分36秒 1時間27分27秒

中学校女子の部
五十崎中学校
バレーボール部Ａ

五十崎中学校
ソフトボール部Ａ

小田中
バレーボール部

1時間39分25秒 1時間42分48秒 1時間43分13秒

 成績一覧（敬称略）

選
手
宣
誓
を
し
た
、
小
田
中
の
二
宮

あ
か
ね
さ
ん（
右
）と
三
浦
功
暉
さ
ん

一斉にスタートする選手たち（五十崎自治センター前）
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「内子町駅伝競走大会」特別版

１

２
３

４
５

６
7

10

11
12

13

10_選手を温かく出迎える応援
団　11_太鼓をたたいて選手を励
ます　12_手作りの旗で応援す
る子どもたち　13_ポンポンと
大きな声援で大会を盛り上げる

沿道を彩る応援団

1.2_スタート直前。リラックスした様子の選手たち　3_ ２区の中継地点。手を挙げて仲間を呼び込む　4_
雪が舞う区間も。寒さに負けず、ひたすら前へ――　5_仲間が懸命につないだたすきを次の走者に託す
6_白バイの先導で豊秋橋を走る１区の選手　7_全力を出し切り、倒れ込む選手の姿も――　8_ゴール
前では、いくつもの激しい接戦が繰り広げられた

たすきに思いを込めて――

新春の内子路をたすきでつなぐ
「第12回内子町駅伝競走大会」

　「第12回内子町駅伝競走大会」は１月15日、五十崎～小田地区を結ぶ総距離
22.4㌔のコースで行われました。今年は112チーム・784人が参加。雪が降り出
す寒さの中、沿道ではたくさんの人が応援し、選手はその声援を受けながら、
懸命にたすきをつなぎました。その一部を写真で紹介します。

８

＼  頑張れ～ ／



◉身近な情報をお寄せください。　総務課　広報・広聴係　☎０８９３（４４）６１５１
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大瀬小学校の新築木造校舎が完成

木の香りに包まれて新学期がスタート

　内子町内の各小中学校で始業式が行われた１月10日、
大瀬小学校では新しい校舎で３学期がスタートしました。
　登校前に仮設校舎に集まった先生と児童は、仮設校舎
へのお礼と新校舎へのあいさつをして、全員で新しくなっ
た校舎に登校しました。山田眞

しんいち

市校長は「子どもたちの
楽しそうな声が響いている。素晴らしい校舎に応える、日
本一の学校にしたい」と話しました。

1_沖田の田んぼで、七草の見分け方などを聞く参加者
の皆さん　２ _たくさん採った七草を広げて見せる子
どもたち

1000年続く食文化を子どもたちへ――
みんなで楽しむ「春の七草探し」

　大人と子どもたちの触れ合いや、食文化の継承を目的
とした「春の七草探し」（内子児童館、内子自治センター
共催）が１月７日、内子自治センターで開かれ、地域の
子どもたちと寿楽会の会員など 46 人が参加しました。
　まず元教員の芳我トシエさんが、人日の節句や七草が
ゆなどについて説明。百人一首の句を一つ挙げ、1,000
年以上も前から七草がゆが食べられていたことや、関東
地方などでは「七草なずな／唐

とうど

土の鳥が／日本の国に／
渡らぬ先に／ストトントン」と歌いながら七草を細かく
切ることなどを紹介しました。
　参加者は沖田の田んぼで七草を探した後、内子自治セ
ンターに戻り、できたての七草がゆを食べました。山本
奈
な な

々さん（内子小１年）は「知らない葉っぱをたくさん
覚えられて良かった。採った七草は、家に持って帰って
おばあちゃんにおかゆにしてもらう」とにっこり。内子
児童館の奥野貴

た か こ

子館長は「七草がゆが子どもたちに好評
で良かった。お年寄りも一緒に楽しんで、温かな雰囲気
で交流ができた」と喜びました。

真新しい教室で行われた英語の授業

２

1

　新春恒例の「初日の出を愛でる会」（立石自治会、愛
鱗会主催）が元日の朝、立石地区で行われました。今年
は雲一つない晴天。まばゆい初日が眼下に広がる雲海を
照らし始めると、参加者からは「見に来て良かった」「い
い年明けになった」と喜びの声が上がりました。
　会場では地元の人たちが準備した甘酒やぜんざいなど
が振る舞われ、希望に満ちた新年をみんなで迎えました。

みんなで祈る幸せな１年
立石地区で「初日の出を愛でる会」

初日を撮影する参加者。谷間には雲海が広がっていた



うちこ往来
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　正月飾りなどを持ち寄って焼き、新年の健康を祈る「ど
んど焼き」が内子町内各地で行われました。
　大瀬三島神社で開かれたどんど焼きには、約 60 人が
参加。この地域では、どんど焼きをするときに「井戸組」
という木の囲いを作ります。30 年間、井戸組を作って
きた徳田清

きよはる

治さんは「参加する子どもが減って寂しいが、
大切な行事を次世代に継承したい」と話しました。

いつまでも継承したい伝統行事――
町内各地で「どんど焼き」

きれいに組まれた井戸組を囲って、餅を焼く参加者

　今年で40回を迎えた恒例の新春俳句大会（内子町文化
協会主催、水口盛

もりとし

壽会長）が１月15日、共生館で開かれ
ました。参加した63人から126の投句があり、15句が入
選。最優秀賞にあたる内子町長賞を受賞したのは、酒井
絹
き ぬ こ

子さん＝大洲市＝の「冬
とうれい

麗やうれしいときも涙出で」で
した。また今回からは「山田きよ賞」が新設され、大洲市
の宮元ちず子さんが初の受賞者となりました。

愛好家が詠む内子の新年――
「第40回内子町新春俳句大会」

投句する作品を慎重に選ぶ参加者の皆さん

　文化交流ヴィラ高橋邸を運営する「風
ふうが

雅」は１月 11 日、
内子町に 100 万円を寄付しました。組織を代表して、大
野千

ち よ み

代美さんと田中泰
やす こ

子さんが来庁。「長年掛けて貯め
た大切なお金。高橋家の史跡の保護などに役立ててほし
い」と稲本隆

たかとし

壽町長に手渡しました。
　「風雅」は発足から20年間、地域の人たちが高橋邸を気
軽に利用できるよう、喫茶や宿泊の提供などをしています。

高橋家の史跡の保護・修理に役立てて――
「風雅」が20年間の収益金を内子町に寄付

稲本隆壽町長（左）と感謝状を手にする藤岡社長

寄付金を渡す大野千代美さん（中央）と田中泰子（右）さん

世界で活躍できる人材に育ってほしい

藤岡製作所が内子小へ英語教材などを寄贈

　内子町は１月 20 日、内子小学校へテントや英語の教
材などを寄贈した㈱藤岡製作所（藤岡孝

たかゆき

幸代表取締役社
長）に感謝状を送りました。
　同事業所は、寄付などを通じて地域の子どもたちの成
長や学びを応援しています。藤岡社長は「いろいろなこ
とに興味を持って勉強してほしい。国際的な社会に対応
できる大人に成長してもらえれば」と思いを伝えました。



　
「
平
成
29
年
内
子
町
成
人
式
」
は
１

月
８
日
、
内
子
町
共
生
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
平
成
８
年
４

月
２
日
～
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

１
７
８
人
で
、
そ
の
内
１
４
７
人
が
式

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長
が
、
憲
政

の
父
と
い
わ
れ
た
尾
崎
行ゆ
き
お雄

の「
人
生

の
本
舞
台
は
常
に
将
来
に
あ
り
」と
い

う
言
葉
を
挙
げ
、「
た
と
え
ど
ん
な
悲

し
み
や
迷
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
考

え
方
一
つ
で
次
の
一
歩
の
糧
に
な
る
。

目
先
の
利
益
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
常
に
こ
れ
か
ら
が
本
舞
台
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、
将
来
を
歩
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
新
成
人
を
代
表
し
て
古
田

隼し
ゅ
ん
い
ち

一
さ
ん
が
、「
整
体
師
に
な
る
た
め

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
し
っ
か
り

と
技
術
を
身
に
付
け
、
患
者
さ
ん
に
感

謝
し
て
も
ら
え
る
整
体
師
に
な
り
た

い
。
今
日
か
ら
は
責
任
あ
る
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
胸
に
、
少
し
で
も
世
の
中

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸
命
努
力

し
た
い
」と
新
成
人
の
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
和
太
鼓
演
奏
や
記
念
品

の
贈
呈
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の
お

祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
未
来
を
担
う
大

人
の
責
任
と
自
覚
を
胸
に
、
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

平成 29 年 内子町成人式
新成人の皆さん、おめでとうございます

五十崎地区代表
髙橋楓

ふ う か

果さん＝平野＝
小田地区代表

中嶋浩
ひ ろ き

貴さん＝恩地＝

大瀬地区代表
上田このみさん＝川登＝

内子地区代表
上田洋

ようすけ

輔さん＝石畳７＝

　地元のホテルに就職し、早
くも２年が経過しました。遠
方からのお客様と話をする
と、内子町の良さを改めて感
じます。社会の厳しさや自分
の無力さを痛感しています
が、地域に貢献できるよう志
を持って頑張ります。

育ててくれた皆さんに
恩返しがしたい

　進学して一人暮らしをはじ
め、自分が両親にどれだけ甘
えていたかを痛感しました。
無事に成人の日を迎えられた
のは、両親や周りの人々の支
えがあったからこそ――。こ
の感謝の気持ちを忘れず、人
生を謳

お う か

歌したいです。

感謝の気持ちを忘れず
人生を謳歌したい

　今治市で住まいに関する仕
事に携わり、改めて内子町には
自然を感じられる環境や地域
の人々の温かさが満ちている
と気付きました。いつも支えて
くれた家族や地域の皆さんに
感謝しながら、やりがいのある
今の仕事にまい進したいです。

内子の良さを感じながら
今の仕事に励みたい

　中学生からの夢をかなえ、４
月から内子町で保育士として
働きます。育った町で働けるこ
と、両親と祖父母に育てても
らったことに感謝の気持ちで
いっぱいです。学んできたこ
とを胸に、失敗を恐れず挑戦
できる社会人になりたいです。

この町の保育士として
自信を持って頑張ります

意見発表をした新成人の皆さん  Opinion of the New Adults

 祝
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城
の
台
公
園
多
目
的
広
場
が
完
成

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク「
か
ら
り
」オ
ー
プ
ン

文
化
交
流
ヴ
ィ
ラ
「
高
橋
邸
」
オ
ー
プ
ン

く
る
み
保
育
園
改
築
が
完
成

板
東
玉
三
郎
舞
踏
公
演

国
道
３
７
９
号
線
上
田
渡
バ
イ
パ
ス
開
通

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
新
花
へ
ん
ろ
」
ロ
ケ

村
前
小
学
校
閉
校
式

’97 年 ’96 年
３月 ２月 １１月 ８月 ５月 ４月

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
開
催

野
茂
英
雄
が
大
リ
ー
グ
で
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
・
ノ
ー
ラ
ン

オ
リ
ッ
ク
ス
が
初
の
日
本
一

バ
ン
ダ
イ
が
「
た
ま
ご
っ
ち
」
を
発
売

原
爆
ド
ー
ム
・
厳
島
神
社
が
世
界
文
化
遺
産
に

島
根
県
沖
で
ロ
シ
ア
の
タ
ン
カ
ー
が
沈
没

秋
田
新
幹
線
「
こ
ま
ち
」
が
運
行
開
始

’97 年 ’96 年
３月 １月 12 月 11 月 10 月 ９月 ７月

日
本
・
世
界
の
出
来
事

内
子
町
の
出
来
事

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た

１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
度
）の

主
な
出
来
事

１

２

３

４

５

６８

７

【写真の説明】1,2_爽やかな笑顔で取材に
応えてくれた新成人の皆さん　3_和太鼓
集団「和達」の演奏。メンバーで新成人の
篠﨑七

なな み

海さんも振り袖姿で参加　4_中学
時代の恩師が用意した映像を、懐かしそう
に見る皆さん　5_晴れ晴れとした表情の
新成人が集まり、華やかな会場　6_再会し
た友人との会話に、笑顔があふれる　7_記
念撮影に大忙し　8_恩師との記念撮影

誓いの言葉を述べた
古田隼

しゅんいち

一さん＝吉野川＝
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な

ろ

ば

ひ

み

ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ
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剣
道
を
始
め
て
23
年
、
子
ど
も

た
ち
の
指
導
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
約
７
年
が
た
ち
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年
を
中
心
に
、
中
・

高
学
年
も
指
導
し
て
い
ま
す
。
時

に
は
中
学
校
に
出
向
い
て
教
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

学
生
の
頃
は
自
分
の
勝
敗
ば
か

り
気
に
し
て
い
ま
し
た
。
指
導
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
が
何
よ
り
の
楽

し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
を
す
る
の
は
難
し
く
て
、

い
つ
も
悩
み
ま
す
。
悩
ん
だ
分
、

子
ど
も
た
ち
が
勝
て
な
か
っ
た
相

手
に
勝
て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
す
る
と
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
反
対
に
子
ど
も
た
ち

が
負
け
た
と
き
は
、
悔
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
指
導
の
ど

こ
が
悪
か
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う

な
稽
古
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど

の
よ
う
に
言
え
ば
伝
わ
る
の
か
な

ど
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

試
合
で
は
、
自
分
よ
り
も
子
ど
も

た
ち
の
試
合
の
方
が
緊
張
し
ま

す
。
勝
っ
た
喜
び
や
負
け
た
悔
し

さ
も
子
ど
も
た
ち
の
試
合
の
方
が

大
き
い
で
す
。

　

最
近
は
小
田
地
区
の
若
い
指
導

者
が
増
え
て
、
小
田
剣
道
会
が
活

気
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
の
子
ど

も
た
ち
に
も
、
剣
道
を
ず
っ
と
続

け
て
も
ら
い
、
活
躍
を
し
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
っ
た
ら
、
小
田
で
剣
を

交
え
て
み
た
い
で
す
。

　

最
後
に
私
の
将
来
の
夢
は
、
今

指
導
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
酒
を
飲
む
こ
と
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
私
も
頑
張
っ
て
剣
道
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

▼
次
は
、
大
森
　
達
也
さ
ん
＝
寺
成

＝
に
お
願
い
し
ま
す
。

わが家の一皿
SPECIAL DISH

①ボウルに卵と砂糖を入れ、泡立
て器で混ぜる。ヨーグルト、牛乳の
順に入れ、その都度よく混ぜる②
Ⓐを振るいにかけ、粉っぽさがな
くなるまで混ぜる③レーズンは熱
湯で洗い、余分な油を落とす。く
るみは適当な大きさに割る④②を
型に入れて③を乗せたら、180℃
に余熱したオーブンで20分焼く。

●作り方

栗田　清
きよこ

子さん
＝大久喜＝

●作った人

ヨーグルトマフィン

卵１個 ／砂糖 40㌘
／ヨーグルト50㌘／
牛乳 50㌘／Ⓐ薄力
粉 80㌘、全粒粉 30
㌘、ベーキングパウ
ダー４㌘／レーズン
適量／くるみ適量

●材料 ( ６個分 )

水
田
　
竜り

ゅ
う
い
ち一

さ
ん
（
30
） 

 

＝
臼
杵
＝

私
の
剣
道
の
楽
し
み



山崎　颯
は や と

斗くん　内子19第１

お姉ちゃん大好き♡　早く歩いて
お散歩したいな～！

2.9

大森　晴
は る ひ

陽くん　西沖

お出掛けするのが大好き♪　早く
歩き回れるようになりたいな☆

2.15
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本川　紘
ひろつぐ

嗣くん　内子５

じいじ、ばあば大好き！　いっぱ
い遊んでね☆

2.12 伊
達
　
絢あ

や

ね音
ち
ゃ
ん
　
西
沖

食
い
し
ん
坊
の
あ
や
ね
で
す
♡
　
早
く

お
散
歩
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
♡

2.5

児
玉
　
歩ほ

の希
く
ん
　
内
子
18
第
１

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
い
ろ
ん
な

所
に
お
出
掛
け
し
よ
う
ネ
!!

2.19

おめでとう
はじめての
バースデー

HAPPY BIRTHDAY

２月に満１歳になる
子どもたちを紹介します。

内子町子育て支援センター

日時　２月25日（土）
時間　午前10時～11時
　　　（午前９時30分開場）
場所　内子自治センター　多目的ホール
【問い合わせ】内子町子育て支援センター
　　　　　　☎０８９３（４４）６３５５

てっくてくシアター

❶英語を楽しもう！
英語で遊んだり、
本を読んだりしよう！

❷読み聞かせ

大きなスクリーンで
絵本を読んでみよう！

❸劇

「さんびきのこぶた」
を上演するよ！



内子町の人☆キラリ

TOWN'S  STAR
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甘いアズキ

　皆さんはおいしいものを食べ
たとき、どこで買えるのか、どう
やって作るのかなどを知りたくな
りませんか。また、口に入れた後
すぐに吐き出したくなるような物
を食べたことはありませんか。
　日本での食生活は、初めて食べ
るものであふれています。寿司、
タコ、みかん、納豆など、どれも
おいしくてとても貴重な経験で
す。でも、あんぱんを食べたとき
は、何を口に入れたのかと衝撃
が走り、飲み込むのがやっとでし
た。なぜなら、私はアズキを塩気
のある食べ物だと思っていたから
です。
　私が生まれ育ったアメリカのル
イジアナ州に、「レッドビーンズ＆
ライス」という伝統的な家庭料理

があります。アズキを玉ネギ、セ
ロリ、ピーマン、ソーセージ、そ
してさまざまな調味料と一緒に料
理し、ご飯の上にのせて食べます。
私が大好きな料理です。私はアメ
リカで甘いアズキを食べたことが
ありません。日本で初めて食べた
ときは、本当にとまどいました。
　今は、少しずつですが甘いアズ
キにも慣れてきて、その味を楽し
めるようになってきました。でも
子どもの頃から、塩気のあるアズ
キのイメージが強いので、本当に
好きになるにはまだ時間が掛かり
そうです。
　甘いアズキは日本での忘れられ
ない思い出になりそうです。同じ
食材でも、食文化によって全く違
う食べ方をすることを学びました。

神山　惠
し げ み

美さん（70）内子８

魅力ある内子町を油絵で描きたい

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

Jacob  Storrs

外国語指導助手

ジェイコブ・ストアーズ

　「真っ白いキャンバスに、自分の見た風景や思い
を自由に表現できるのが楽しい」と話す神山惠美
さん。26 年前に油絵を始め、７年前には「二科展」
に入選。昨年、愛媛県美術会準会員に選ばれるなど、
その腕を磨き続けています。
　現在、「第 65 回春季県展」に出す作品づくりに没
頭中。「地域の良いところ」が県展のテーマで、石
畳地区の屋根付き橋の風景を描いています。神山さ
んは、「他にも古い町並みや小田深山など、いい風
景がたくさん。いくつか描いてみたい」と目を輝か
せます。「自然や風情を感じながら描いて、内子町
の魅力が伝わる作品になれば」とほほえみました。
　「キャンバスに向っているときは楽しくて時間を
忘れる」と笑う神山さん。夢中になって深夜まで描
き続けていることもあるそうです。最後に「ここま
で絵を好きになれたのは、油絵を教えてくれた恩師、
一緒に絵を描く仲間、『頑張りよるかい』と励まし
てくれる地域の人たちのおかげ」と感謝の気持ちを
語りました。



広報クイズ
SAVE  THE  EARTH

くらしの
エコロジー
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①今月の表紙。「○○●○！僕らの大瀬
　小学校」。
②いかざき大凧合戦で、「○●○○○
　行事」を行います。
③「○○○○○○○○●○カイツ」の
　コンサートは、３月12日です。
④こそだてフェスタで、「○●○○のこ
　ぶた」を上演します。
⑤「○○●七草探し」が１月７日、内
　子自治センターで開かれました。
⑥新成人の皆さんが生まれた平成８年
　４月、「城の台公園多目的●○○」が
　完成しました。

「広報うちこ」２月号を読んで、①～⑥
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：２月28日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」４月号

冬の省エネルギー

対策を紹介します

答え「ぼうねんかい」　正解数43
•鎌田　嘉之さん　（内子14）
•吉田三津恵さん　（内子18第１）
•大本　悦子さん　（内子18第２）
•中岡サツキさん　（内子19第２）
•山本　均　さん　（石畳９）
•宮田　美記さん　（鵜川）
•松田　保子さん　（上村）
•林　　啓子さん　（立石）
•弓立奈津美さん　（松山市）
•山本　明宏さん　（広島県）

●12月号当選者の皆さん

　

冬
は
暖
房
器
具
な
ど
を
使
う
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
増
加

し
ま
す
。
こ
の
冬
を
エ
コ
に
乗
り

切
る
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
紹

介
し
ま
す
。

●
空
調
編

▽
設
定
温
度
は
20
度
を
心
掛
け
る

▽
エ
ア
コ
ン
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

　

の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
定
期
的
に
掃

　

除
す
る

▽
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
に
す
る
な 

　

ど
、
暖
め
た
部
屋
の
熱
を
逃
が

　

さ
な
い
よ
う
に
す
る

▽
扇
風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

　

で
部
屋
上
部
の
暖
気
を
循
環
さ

　

せ
る

●
冷
蔵
庫
編

▽
設
定
を
強
か
ら
中
に
変
更
す
る

▽
食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い

▽
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
保

　

存
す
る

●
照
明
編

▽
不
要
な
照
明
は
消
す

▽
省
エ
ネ
型
の
蛍
光
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　

電
球
を
使
う

●
そ
の
他
の
電
気
機
器

▽
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
は
画
面
の

　

明
る
さ
を
落
と
す

▽
洗
濯
機
は
、
最
大
容
量
の
80
㌫

　

程
度
を
目
安
に
使
用
す
る

▽
ト
イ
レ
の
便
座
・
温
水
の
設
定

　

温
度
を
下
げ
る

※
家
庭
で
最
も
電
力
が
使
わ
れ
る

　

時
間
帯
は
、
在
宅
率
の
高
い
夜

　

で
す
。
電
力
需
給
が
高
ま
る
時

　

間
帯
に
省
エ
ネ
の
取
り
組
み 

　

を
実
施
す
る
と
、
よ
り
効
果
的

　

で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

VOICE

まちの声

□町民税などの申告期間中
に役場窓口での申告はでき
ますか。（40代女性）
■申告期間中は皆さんの移
動の負担を考え、各地域の
会場で職員が申告を受け付
けています。
　窓口には通常業務を行う

ための職員しか残っていませ
ん。窓口での申告は、原則受
け付けることができませんの
で、最寄りの会場での申告
をお願いします。

【問い合わせ】
税務課　住民税係
☎０８９３（４４）６１５３

役場窓口での町民税などの申告について



　

図
書
館

　
へ

行
こ
う
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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
 ☎０８９３（４４）４１９８
　http://www.town.uchiko.
ehime.jp/library/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日・
年末年始

「
第
42
回
内
子
町
読
書
活
動
研
究

集
会
」
を
終
え
て

　

読
書
活
動
推
進
の
一
環
と
し
た

「
内
子
町
読
書
活
動
研
究
集
会
」

が
11
月
10
日
、
内
子
自
治
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
１
３
７
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
歴
史
小
説
作

家
の
和
田
竜り

ょ
う

さ
ん
と
村
上
水
軍
博

物
館
学
芸
員
の
田
中
謙け

ん

さ
ん
が
対

談
形
式
で
、和
田
さ
ん
の
著
書『
村

上
海
賊
の
娘
』の
魅
力
に
迫
り
ま

し
た
。
ま
ず
会
場
を
驚
か
せ
た
の

は
、
田
中
さ
ん
が
明
か
し
た
村
上

海
賊
と
内
子
町
と
の
つ
な
が
り
。

河
野
氏
の
家
臣
だ
っ
た
頃
の
村
上

海
賊
が
反
河
野
氏
の
勢
力
を
倒
す

た
め
、
内
陸
部
の
喜
多
郡
で
戦
い

を
し
た
そ
う
で
す
。
和
田
さ
ん
か

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

２
月
４
日
　
ゆ
り
か
ご

　    
11
日
　
む
し
こ
ま
ど

　    

18
日
　
む
し
こ
ま
ど

　    

25
日
　
ど
ん
ぐ
り
会

  

文
学
講
座

▽
２
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時

▽
内
容
「
和
泉
式
部
日
記
」

　
を
読
む

▽
講
師
　
村
山
洋よ
う
こ子

さ
ん

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

あおなり道場始末
葉室麟／著

豊後、坪内藩の城下町にある青
あおなり

鳴道
場。先代の死から早一年、跡を継い
だ権平は道場再興と父の汚名をすす
ぐため、妹や弟と道場破りを始める

くまくん、はるまでおやすみなさい
 ブリッタ・テッケントラップ／作・絵

初めての冬ごもりに、くまくんはワ
クワク。巣穴で眠る前に、お母さん
と一緒に森の友だちのところへあい
さつに行き……

ハリー・ポッターへの旅新版イギリス＆物
語探訪ガイド     MOE編集部、山内史子／著

イギリス全土の「ハリー・ポッター」
ゆかりの地を巡り、隠された作品
の秘密に迫る。ロンドンの新しいハ
リー・スポットなどを追加した新版

すごいぞ！やさいーズ
　　　　　　　  成田崇信／監修

野菜には、子どもの体を元気にする
すごいパワーがあるんだよ。それぞ
れの野菜のパワー、パワーアップさ
せる食べ方を楽しいイラストで紹介

ら
は『
村
上
海
賊
の
娘
』
が
、
現

地
取
材
や
文
献
資
料
の
熟
読
な
ど

四
年
半
か
け
て
誕
生
し
た
こ
と
、

校
閲
と
の
や
り
と
り
、
登
場
人
物

の
解
釈
な
ど
が
次
々
と
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
歴
史
の
深
さ
を
知
る
楽

し
さ
や
、
喜
び
を
伝
え
る
対
談
と

な
り
、
会
場
の
皆
さ
ん
は「
村
上

海
賊
」
の
世
界
へ
と
引
き
込
ま
れ

る
よ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
読
書
グ
ル
ー
プ
を
代

表
し
て
、
五
城
保
育
園
主
任
の
渡

邉
亜あ

き紀
さ
ん
か
ら「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
と
も
に
～
家
庭
・
保
育

園
・
地
域
～
」
の
事
例
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。　

　

村
上
海
賊
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
28 

年
４
月
に
日
本
遺
産
と
な
り
、
一

段
と
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
活

躍
す
る
２
人
の
講
演
を
機
に
、

新
し
い
読
書
活
動
へ
の
挑
戦
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

●
２
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
⑨
》

▽
肱
南
書
学
院
書
道
展

田中謙さん（左）と和田竜さん（右）
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事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/
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　「第22回青少年海外派遣事業」の報告会が12月
20日、内子自治センターで開かれ、派遣生14人が
研修成果や感想を発表しました。
　４つのグループに分かれた派遣生たちは、「内
子町とローテンブルク市の町並み保存」や「食生
活と生活習慣」など、それぞれが関心のあるテー
マについて調べました。出発前に日本での実情を
調べた上で、現地の訪問先やホストファミリーに
積極的に質問し、理解を深めました。
　発表の一部を紹介します。

青少年海外派遣事業の成果報告

　中国紹
しょうこうし

興市生まれの外国語指導助手イー

チェンさんを講師に迎え、中国の旧正月や
食文化など、あまり日本では知られていな
い中華料理を紹介します。調理実習もしま
すので、ぜひ参加してください。

　フィンランドは日本と同じで、小学校から中学
校までが義務教育です。ただし、小中一貫で１～
９年生まであります。授業料や給食費などは全て
無料で、高校や大学も無料だそうです。
　訪問したオラリ中学・高等学校では、授業でタ
ブレットを使っていました。教科書もノートも使
わないデジタルの教科書です。のぞかせてもらう
と、持ち運びのしやすいパソコンのようでした。
　見学して感じた日本との一番の違いは、「生徒
が授業を作っている」ことです。フィンランドの
生徒たちは、課題についてタブレットやパソコン
などを使って、自分で調べていました。自らが学
ぶことで、積極性が身につくそうです。

●日時    ２月24日（金）午後７時～午後９時
●場所　内子自治センター
●対象　社会人（定員15人程度）
●参加費　1,000円
●申込期限　２月17日（金）

イーチェンさんの中華料理道場第３弾国際理解講座

　訪問したローテンブルク市では、太陽光発電の
パネルが普及しています。景観保存のために設置
が禁止されている城壁内を除き、ほとんどの家に
設置されていました。また寒いフィンランドで
は、火力発電が多いそうです。発電の過程で発生
した熱湯は、地中のパイプを通って暖房の役割を
果たしています。
　ドイツでは身近な環境対策に、家庭で取り組ん
でいました。国民の環境に対する意識の高さが素
晴らしかったです。

フィンランドの生徒が教
科書として使うタブレッ
トを見る派遣生

　派遣生たちは、海外派遣事業で経験したことを
忘れず、今後の生活に生かすと語りました。ご協
力いただいた皆さん、ありがとうございました。

「フィンランドと日本の教育の違い」

「ドイツとフィンランドの環境」
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②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
→
孫
→
祖
父

　

母
→
兄
弟
姉
妹

※
要
件
に
よ
り
順
番
が
変
わ
り
ま
す
。

④
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
、
引

　

き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を

　

有
し
た
人
で
、
①
～
③
以
外
の
３

　

親
等
内
の
親
族

●
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年

　

償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
限　

30
年
４
月
２
日

●
請
求
窓
口　

保
健
福
祉
課（
本
庁
）

　

／
内
子
分
庁
／
小
田
支
所

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課　

援
護
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　

27
年
３
月
に
特
別
弔
慰
金
の
法
改

正
が
成
立
し
、
第
10
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
を
し
て
い

な
い
人
は
、
早
め
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

●
支
給
対
象
者　

基
準
日（
27
年
４

　

月
１
日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法
に

　

よ
る
公
務
扶
助
料
」
や「
戦
傷
病

　

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　

遺
族
年
金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦

　

没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が

　

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ

　

る
先
順
位
の
遺
族
１
人
に
支
給
。

①
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

　

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

　

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

　

普
及
か
ら
考
え
る
持
続
可
能
な
地

　

域
づ
く
り
～
欧
州
と
日
本
の
地
域

　

事
例
か
ら
～
」

▽
講
師　

平
岡　

俊し
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん（
北
海

　

道
教
育
大
学
准
教
授
）

●
参
加
費　

無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

　

内
子
町
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
推
進
す
る
た
め
、
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
国
内
外

の
最
新
導
入
事
例
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

２
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

●
場
所　

内
子
町
共
生
館

●
内
容

▽
演
題　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
内
子
町
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
校
」
の
ご
案
内

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
、

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
、
30
年
４
月
２
日
ま
で

　「ねんきんネット」は、インターネットで自分
の年金の情報を24時間いつでも確認できるサー
ビスです。基礎年金番号を持っている人（昭和
61年４月以前に年金受給権が発生した老齢年
金受給者を除く）が利用できます。

《ねんきんネットでできること》
◦年金記録の確認
◦将来の年金見込額の確認
◦電子版「ねんきん定期便」の閲覧
◦日本年金機構から郵送された各種通知書の確認

《ねんきんネットを利用するには》
　利用登録（ＩＤの取得）をしてください。登録す
るときは基礎年金番号、メールアドレスが必要で
す。年金手帳や年金証書など、基礎年金番号が確
認できるものを用意して、申請してください。
※登録方法など詳しくは、「ねんきんネット」の

　ホームページをご覧ください。
　www.nenkin.go.jp/n_net/index.html
※年金記録は住民課（本庁）・内子分庁・小田
　支所でも確認できます。基礎年金番号が確認
　できるもの、本人確認書類、印鑑をお持ちく
　ださい。代理人が申請する場合は、委任状が
　必要です。

【問い合わせ】
○ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
☎０５７０（０５８）５５５
※自分の番号が０５０で始まる人は、以下の番
　号にかけてください。
☎０３（６７００）１１４４
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

コラム＊ねんきん瓦版

「ねんきんネット」で、自分の年金情報が確認できます
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法
務
大
臣
か
ら
、
内
子
町
の
新
し

い
人
権
擁
護
委
員
に
、
﨑
本
修し
ゅ
う
い
ち

一
さ

ん
＝
水
元
＝
と
向
井
清き
よ
しさ

ん
＝
立
石

＝
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

悩
み
や
心
配
事
な
ど
が
あ
る
人

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課　

人
権
対
策
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

内
子
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

●
申
込
期
限　

２
月
21
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
小
田
支
所

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

●
日
時　

２
月
25
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
９
時

●
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
内
子
駅
ま
た
は

　

内
子
分
庁

●
内
容　

小
田
深
山
を
散
策
し
な
が

　

ら
雪
景
色
を
楽
し
み
ま
す
。
夜
は

　

星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。

●
参
加
費　

１
人
１
５
０
０
円

●
定
員　

20
人

●
準
備
物　

弁
当（
夕
食
）、
防
寒 

　

着
、
長
靴
、
タ
オ
ル
な
ど

※
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
場
合
も
あ

　

る
の
で
、
十
分
な
防
寒
装
備
で
ご

　

参
加
く
だ
さ
い
。

雪
景
色
と
星
空
を
見
に
行
こ
う

「
冬
の
小
田
深
山
物
語
」
の
ご
案
内

　いかざき大凧合戦で、初節句行事を行います。
「出世凧」という大凧に、初節句を迎える子ども
の名前を書き入れ、末永い健康と成長を祈願し
ます。参加を希望する人は「初節句行事参加申
込書」に必要事項を記入して、事務局へお申し
込みください。電話での受付はできません。
●日時　５月５日（金）（雨天時は神事、記念撮
　影のみ。出世凧揚げは７日に延期）
●場所　内子町共生館
●内容　神事、記念撮影、出世凧揚げ
●対象者　28年４月２日～ 29年４月１日生ま
　れの人
※対象者が内子町に住んでいる場合は、個別に
　ご案内します。
●定員　150人
●参加費　10,000円（町外に住んでいる人）
●受付開始日　２月15日（水）

※申込書は町並・地域振興課（内子分庁）にあり   
　ます。内子町ホームページからもダウンロード  
　できます。

【申込・問い合わせ】
いかざき大凧合戦実行委員会事務局（内子分庁町
並・地域振興課内）
〒７９１－３３９２　内子町内子１５１５番地
☎０８９３（４４）２１１８
℻０８９３（４４）２１５７
　www.town.uchiko.ehime.jp

初節句を祝いませんか

いかざき大凧合戦「初節句行事」のご案内

名前書きをする親子 出世凧と一緒に記念撮影

﨑本修一さん（右）と向井清さん 雪深い小田深山を散策
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●
場
所　

木
蠟
資
料
館
上
芳
我
邸

●
内
容

▽
演
題　
「
櫨
の
魅
力
を
見
直
そ
う
」

▽
講
師　

矢
野
眞
由
美
さ
ん（
ち
く

　

ご
松
山
櫨
復
活
委
員
会
）

●
受
講
料　

無
料

※
入
館
料
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

　

木
蠟
の
一
大
生
産
地
で
あ
る
福

岡
県
で
、
櫨は
ぜ

・
木
蠟
を
通
し
た
地
域

振
興
に
取
り
組
む
矢
野
眞ま

ゆ

み
由
美
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
た
、「
上
芳
我
邸

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
講
座
」を
開
き
ま
す
。

櫨
の
魅
力
、
木
蠟
産
業
の
現
在
、
木

蠟
を
振
興
し
て
い
く
意
義
な
ど
を
考

え
ま
す
。

●
日
時　

２
月
26
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

「
上
芳
我
邸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
講
座
」
を
開
き
ま
す

●
主
催　

内
子
町
・

（株）
愛
媛
新
聞
社

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

林
業
振
興
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

℻
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
３
６

　
「
照
葉
の
森
づ
く
り
」に
取
り
組
む

（株）
愛
媛
新
聞
社
の
協
力
で
、
内
子
町

の
森
を
元
気
に
育
て
る
活
動
を
行
い

ま
す
。

●
日
時　

３
月
11
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
雨
天
時
な
ど
は
中
止
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

●
場
所　

深
山
荘
下
流
約
１
・
５
㌔

　

先
の
町
有
林

●
準
備
す
る
も
の　

作
業
の
で
き
る

　

服
装
、
雨
具（
雨
天
時
）な
ど

※
地
堀
り
や
移
植
ご
て
、
軍
手
が
あ

　

る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

29
年
２
月
24
日（
金
）

内
子
町
の
森
を
元
気
に
育
て
よ
う

「
第
23
回
内
子
の
森
づ
く
り
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

昨年の森づくり活動の様子

　住所などの異動の届け出は、国民健康保険、
国民年金、選挙人名簿の登録などにつながる大
切な手続きです。
　住民票の内容が実態と異なっている場合に
は、行政サービスを受けられないことがありま
す。下記の表を参考に、期間内に届け出をして
ください。届け出は住民課（本庁）・内子分庁・
小田支所でできます。

●届け出の際は本人確認が必要です
　届け出をするときは、運転免許証や健康保険
証などの本人確認書類、印鑑をお持ちください。
代理人による届け出は、委任状が必要な場合が
あります。詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ】
住民課　住民異動係
☎０８９３（４４）６１５２

住所や世帯に変更があったときは、期間内に届け出をしてください

届け出の種類 届け出期間

町外から内子町へ引っ越したとき 転入届 転入した日から14日以内

町内で引っ越したとき 転居届 転居した日から14日以内

内子町から町外へ引っ越しするとき、ま
たは引っ越したとき

転出届
引っ越し予定日の約14日前から届け出可
能。引っ越しまでに届け出できなかった人
は、新住所に住み始めた日から14日以内

世帯主を変更したとき、同一住所の世帯
を合併または分離したとき

世帯変更届 変更した日から14日以内

●届け出の種類・期間など
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子育て支援クラブの会員を募集中です！

放課後児童クラブの利用者を募集します

●対象／定員
▷内子放課後児童クラブ
　内子小の１～３年生／ 30人程度
▷五十崎放課後児童クラブ
　五十崎・天神小の１～３年生／ 20人程度
●利用条件　
▷保護者が就労していて、祖父母なども世話が
　できない家庭の児童（就労証明書が必要）
▷保護者が迎えにくること

●利用期間　４月１日～ 30年３月31日（日曜日・
　祝日・お盆・年末年始は除く）
●利用時間　放課後～午後５時45分（学校休業日
　は午前８時30分～午後５時45分）
●利用料　月額5,000円（８月は１万円）
●申込期間　２月１日（水）～ 20日（月）

【申込・問い合わせ】
▷内子児童館　　☎０８９３（４４）３１０１

▷五十崎児童館　☎０８９３（４４）２００１　

《親子教室》
●日時　第２・４木曜日
　　　 午前10時～ 11時
●対象　 ０歳児～（小田地区に住

んでいる人）
●場所　文化交流センタースバル

《乳幼児学級》
●日時　第２月曜日
　　　 午前10時～ 11時
●対象　０歳児～
●場所　内子町子育て支援センター
●申込期間　４月10日（月）～ 28日（金）

内子町子育て支援センター ☎０８９３（４４）６３５５

《親子クラブ》
うさぎ組（２歳児～）
●日時　第２木曜日
　　　 午前10 ～ 11時
ひよこ組（０～１歳児）
●日時　第３木曜日
　　　 午前10時～ 10時30分

《なかよしママクラブ》
●日時　第１金曜日
　　　 午前10時～ 11時
●対象　育児中のママ

五十崎児童館きらり ☎０８９３（４４）２００１

《親子クラブ》
りす組（２歳児～）　・よちよち組（０～１歳児）
●日時　第１・３水曜日
　　　　午前10時～ 11時
※月に１回のときもあります。

内子児童館 ☎０８９３（４４）３１０１

未就園児親子対象

お祭りごっこ（うさぎ・ひよこ組合同）

パラバルーン遊び（りす・よちよち組合同）

小麦粉粘土遊び（親子教室）
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くらしの情報

●
任
用
期
間　

29
年
４
月
１
日
か
ら

　

１
年
間（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
可
）

●
勤
務
場
所　

内
子
町
内
の
小
中
学

　

校
の
い
ず
れ
か
に
勤
務

●
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

●
採
用
試
験

▽
選
考
日　

２
月
26
日（
日
）

▽
場
所　

内
子
分
庁

▽
選
考
方
法　

面
接

●
応
募
資
格　

学
校
教
育
や
障
が
い

　

に
理
解
の
あ
る
人

●
応
募
方
法　

学
校
教
育
課（
内
子

　

分
庁
内
）に
あ
る
登
録
志
願
票
に

　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。
登
録
志
願
票
は
内

　

子
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
受
付
期
間

　

２
月
１
日（
水
）
～
15
日（
水
）

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課（
内
子
分
庁
内
）

〒
７
９
１
―
３
３
９
２

内
子
町
内
子
１
５
１
５
番
地

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
４

　

w
w

w
.tow

n.uchiko.ehim
e.jp/

●
住
宅
の
規
格
・
家
賃
な
ど

❶
麓
第
１
団
地
１
０
３
号
・
１
０
４
号  

　（
内
子
地
区
）

▽
構
造　

中
層
耐
火
３
階
・
Ｓ
62
建

▽
面
積
他　

60
・
７
㎡
、
３
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　

１
万
７
１
０
０
円
～

※
駐
車
場
な
し

❷
古
田
団
地
６
号（
五
十
崎
地
区
）

▽
構
造　

簡
易
耐
火
２
階
・
Ｓ
49
建

▽
面
積
他　

47
・
〇
㎡
、
２
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　

９
０
０
０
円
～

くらしの情報

内
子
町
教
育
委
員
会

日
々
雇
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す

集

募

職種 職務内容 時給 勤務時間

学校生活支援員 障がいのある児童生徒の学校生活の
介助や学習活動の支援 820円 １日４～６時間（週５日程度）。勤務す

る学校長が指定

学習サポーター 学習につまづきのある児童生徒の自
主学習を支援 1,000円 １日１～２時間（週２日程度）。勤務す

る学校長が指定

学校校務員 学校内の環境整備やその他の雑務 800円 １日４時間（週５日程度）。勤務する学
校長が指定

※
駐
車
場
あ
り

❸
堂
の
浦
団
地
１
７
７
号（
小
田
地
区
）

▽
構
造　

木
造
２
階
・
H
４
建

▽
面
積
他　

68
・
85
㎡
、
３
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　

１
万
６
９
０
０
円
～

※
駐
車
場
あ
り
、
共
益
費
が
若
干
必

　

要
で
す
。

●
入
居
資
格

　

次
の
⑴
～
⑶
を
満
た
す
人

⑴
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う

　

と
す
る
親
族
が
あ
る
人（
た
だ
し
条

　

件
に
よ
っ
て
は
単
身
入
居
も
可
）

⑵
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

が
明
ら
か
な
人

⑶
収
入
基
準（
月
額
所
得
が
20
万
円

　

以
下
）を
超
過
し
な
い
こ
と

●
共
通
事
項

◦
入
居
時
に
は
敷
金（
家
賃
３
カ
月

　

分
）が
必
要

◦
月
額
家
賃
は
、
入
居
者
の
収
入
に

　

よ
り
決
定

●
申
込
方
法　

入
居
者
申
込
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
建
設
デ
ザ
イ
ン
課
・
内

　

子
分
庁
・
小
田
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　

２
月
23
日（
木
）

※
申
し
込
み
が
な
い
場
合
は
、
随
時

　

募
集
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

麓第１団地の外観

●採用職種・募集人員など

古田団地の外観
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●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
演
題　
「
人
権
教
育
と
関
わ
っ
て
」

●
講
師　

山
下
美み

さ

こ
佐
子
さ
ん（
愛
媛

　

県
人
権
対
策
協
議
会
副
会
長
）

●
参
加
費　

無
料　

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時　

３
月
６
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費　

無
料

《
健
康
講
座
（
調
理
実
習
）》

●
テ
ー
マ　

春
ら
ん
ま
ん
料
理

●
講
話　
「
食
品
表
示
を
見
て
、
選

　

ん
で
、
賢
い
食
生
活
」

●
講
師　

河
野
洋よ

う
こ子

さ
ん（
管
理
栄

　

養
士
）

●
日
時　

３
月
７
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
定
員　

15
人

●
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

●
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン　

頭
巾

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　

ゲ
レ
ン
デ
内
の
特
設
コ
ー
ス
で
、

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
障
害
物
レ
ー
ス

を
行
い
、
雪
を
楽
し
み
ま
す
。

※
調
査
の
内
容
や
件
数
に
よ
っ
て
報

　

酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
応
募
方
法　

総
務
課
統
計
係
に
あ

　

る
登
録
カ
ー
ド
に
記
入
し
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

統
計
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

《
第
２
回
や
さ
し
い
人
権
講
座
》

●
日
時　

２
月
23
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

　

国
な
ど
が
行
う
各
種
統
計
調
査
の

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
者
は

調
査
員
候
補
者
と
し
て
登
録
さ
れ
、

調
査
を
行
う
際
に
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
資
格

▽
20
歳
以
上
で
、
内
子
町
内
で
の
調

　

査
活
動
が
可
能
な
人

▽
調
査
で
知
り
得
た
秘
密
を
保
持
で

　

き
る
人

▽
税
の
徴
収
や
警
察
機
関
の
業
務
に

　

携
わ
っ
て
い
な
い
人

▽
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

●
活
動
内
容　

調
査
対
象
世
帯
や
企

　

業
へ
の
調
査
票
の
配
布
、
回
収
、

　

点
検

●
日
時　

３
月
５
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

※
受
付
は
当
日
行
い
ま
す
。（
受
付

　

終
了
は
午
後
１
時
）

●
場
所　

ソ
ル
フ
ァ
・
オ
ダ
ス
キ
ー

　

ゲ
レ
ン
デ

※
駐
車
料
金
１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

●
内
容　

チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
障
害
物
競

　

走
、
表
彰
式
、
抽
選
会

●
参
加
費　

１
回
・
２
０
０
円（
２

　

人
１
組
で
参
加
）

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
小
田
支
所　

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

　

内
子
町
の
社
会
人
吹
奏
楽
団「
ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
カ
イ
ツ
」が
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

●
場
所　

内
子
町
共
生
館

●
入
場
料　

無
料

●
後
援　

内
子
町
、
内
子
町
教
育
委

　

員
会　

他

【
問
い
合
わ
せ
】

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
カ
イ
ツ

事
務
局
・
新
本

☎
０
９
０
（
８
６
９
９
）
４
１
４
５

小
田
深
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド

「
雪
と
遊
ぼ
う
雪
滑
り
大
会
」

●相談及び確定申告期間
▷贈与税
　２月１日（水）～３月15日（水）
▷所得税・復興特別所得税
　２月16日（木）～３月15日（水）
▷消費税・地方消費税（個人事業者）
　２月16日（木）～３月31日（金）
※土・日曜日、祝日を除く

　平成25 ～ 49年分まで、復興特別
所得税を所得税と併せて申告納付す
る必要があります。所得税・復興特
別所得税の確定申告を作成するとき
は、「復興特別所得税額」欄の記入漏
れがないようにご注意ください。

【問い合わせ】
大洲税務署
☎０８９３（２４）３１１５

復興特別所得税の記入漏れにご注意を

28年分確定申告について

し

催

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

「
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　

カ
イ
ツ
」８
th
コ
ン
サ
ー
ト
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くらしの情報

　

院
医
院
長
）

《
講
話
・
調
理
実
習
》

●
日
時　

３
月
９
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

●
場
所　

内
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

堺
原
千ち

え恵
さ
ん（
管
理
栄

　

養
士
）

※
希
望
す
る
人
は
、
２
月
28
日（
火
）

　

ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

地
域
医
療
・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
保

健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

　

自
分
や
家
族
の「
こ
こ
ろ
」
の
こ

と
で
心
配
や
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で「
こ
こ
ろ
の

相
談
日
」
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
８
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
～
４
時

※
相
談
は
１
人
１
時
間
程
度
。

●
場
所　

五
十
崎
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

本
人
ま
た
は
家
族
の
人

●
相
談
担
当　

幸
田
裕ゆ

う
じ司
さ
ん（
心

　

理
療
法
士
）

※
予
約
制
。
３
月
６
日
ま
で
に
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
県
の
企
業
42
社
が
参
加
す
る

合
同
就
職
説
明
会
で
す
。
若
手
、
女

性
、ベ
テ
ラ
ン
、シ
ニ
ア
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
企
業
が
集

ま
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
８
日（
水
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
松
山

　

市
道
後
町
）

※
参
加
費
は
無
料
で
、
予
約
の
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

☎
０
８
９
（
９
１
３
）
８
６
８
６

　

慢
性
腎
臓
病
は
、
か
な
り
悪
化
し

な
い
と
症
状
が
で
ま
せ
ん
。一
緒
に
学

ん
で
腎
臓
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

《
腎
臓
病
予
防
講
演
会
》

●
日
時　

３
月
２
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

●
場
所　

畑
中
自
治
会
館

●
講
師　
池
田
哲て

つ
ひ
ろ大

さ
ん（
池
田
医

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

地
域
医
療
・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
保

健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

　

３
月
１
日
～
７
日
は
、「
春
の
全

国
火
災
予
防
運
動
」
週
間
で
す
。
期

間
中
、
広
報
活
動
や
住
宅
防
火
診
断

な
ど
を
行
い
ま
す
。
火
災
予
防
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
て
風

が
強
く
、
火
災
が
起
き
や
す
い
季
節

で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　

道
後
温
泉
と
松
山
城
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
乗
り
場
前
か
ら
、
と
べ
動
物
園
ま

で
の
直
通
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●
運
行
期
間　

～
３
月
31
日（
金
）

●
運
行
日　

毎
週
、火
～
金
曜
日（
祝

　

日
は
除
く
）

●
運
行
コ
ー
ス
（
往
復
）

①
道
後
温
泉
前
～
と
べ
動
物
園

②
松
山
城
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場 

　

前
～
と
べ
動
物
園

※
①
②
と
も
、
１
日
２
往
復

※
運
行
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

と
べ
動
物
園

☎
０
８
９
（
９
６
２
）６
０
０
０

▶
直
通
無
料
バ
ス
の
ポ
ス
タ
ー

　

内
閣
府
は
、
毎
年
２
月
を「
北
方

領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
」と

定
め
て
い
ま
す
。
期
間
中
、
全
国
各

地
で
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
啓
発

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
行
事
の
日
程

な
ど
、
詳
し
く
は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

w
w

w
8.cao.go.jp/hoppo/ 　

　

　

henkan/02_gyouji.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
総
務
管
理
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
１
５
１

知

ら

せ

お

くらしの情報

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

合
同
就
職
面
接
会

２
月
は
「
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
化
月
間
」
で
す

松
山
市
か
ら
と
べ
動
物
園
ま
で

の
直
通
無
料
バ
ス
を
運
行

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

火
災
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

保
健
セ
ン
タ
ー
の

「
こ
こ
ろ
の
相
談
日
」

腎
臓
病
予
防
教
室
を
開
催
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林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
、
退
職

金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し

て
い
ま
す
。
加
入
し
て
い
た
か
分
か

ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
被
災
し
た
共
済
契
約
者

お
よ
び
被
共
済
者
で
、
退
職
金
の
請

求
手
続
き
や
共
済
手
帳
の
再
発
行
手

続
き
な
ど
が
必
要
な
人
も
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
７

　

児
童
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
に
対

す
る
虐
待
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
が
積

み
重
な
っ
て
問
題
が
深
刻
化
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
虐

待
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
を

見
つ
け
た
ら
相
談
窓
口
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◦
子
ど
も
の
泣
き
声
や
大
人
の
怒
鳴

　

り
声
が
聞
こ
え
る

◦
体
に
あ
ざ
や
傷
が
あ
る

◦
暴
言
を
吐
か
れ
て
い
る

◦
ひ
げ
や
髪
が
伸
び
て
い
る
な
ど
不

　

衛
生
な
状
態
で
、
介
護
を
放
棄
さ

　

れ
て
い
る

※
連
絡
を
し
た
人
の
情
報
は
守
ら
れ

　

ま
す
。

【
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○
児
童
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
虐
待

に
つ
い
て
の
相
談

保
健
福
祉
課

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

○
緊
急
の
場
合

大
洲
警
察
署　

虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
８
９
３
（
２
５
）
２
９
９
１

　

愛
媛
県
司
法
書
士
会
は
、
毎
年
２

月
を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
」

月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
期
間
中
、

相
続
登
記
、
遺
言
、
遺
産
分
割
協
議

な
ど
、
相
続
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

無
料
相
談
は
、
愛
媛
県
内
の
各
司

法
書
士
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
無
料
相
談
受
付
期
間

　

～
２
月
28
日（
火
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
９
（
９
４
１
）
８
０
６
５

相
続
に
関
す
る
相
談
を

無
料
で
受
け
付
け
ま
す

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

　ＮＨＫ－ＢＳプレミアムで放送する「にっ
ぽん縦断こころ旅」では、俳優の火野正

しょうへい

平さ
んが、番組に寄せられた皆さんの心に残る
風景を訪ねて旅します。旅のルートは、皆さ
んからの手紙で決まります。忘れられない風
景や思い出の場所などを投稿しませんか。

●応募方法　①住所②名前③電話番号④性別
　⑤年齢⑥思い出の場所・風景⑦場所にまつ
　わるエピソードを明記して、ハガキ・手紙
　またはファックスで、下記の宛先に送付し
　てください。
▷ハガキ・手紙で応募する場合
〒１５０－８００１　NHK「こころ旅」係
※住所の記入は不要です。

▷ファックスで応募する場合
℻０３（３４６５）１３２７
※番組ホームページからも応募できます。
　www.nhk.or.jp/kokorotabi/
●申込期限　２月20日（月）

【問い合わせ】
NHKふれあいセンター
☎０５７０（０６６）０６６

募 集 要 項

火野正平さん（写真提供：ＮＨＫ）

あなたの手紙がテレビ番組になります
皆さんの心に残る風景を教えてください――

虐
待
を
見
つ
け
た
ら

相
談
窓
口
へ
連
絡
を
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月の健康カレンダー３

●母子保健～すくすく子育て～

日 受付時間 場所 対象

１（水）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

28年６月・ ７月
生まれ

乳児健康診査

日 受付時間 場所 対象

16（木）午前９時45分
～ 10時

内子保健
センター

28年９月、10月
生まれ

離乳食教室

【問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

日 受付時間 場所 対象

２（木）

午前９時30分
～ 10時30分

五十崎保健センター

乳幼児３（金） 内子保健センター

６（月） 小田保健センター

育児相談

《花粉症のメカニズム》
　人間の体には、体内に侵入しようとする外敵を
取り除こうとする働きが備わっています。花粉症
は、花粉を外敵と判断して体が過敏に反応する「ア
レルギー反応」のひとつです。
　花粉を吸い続けると、体内では花粉に対する抗
体がつくり続けられます。抗体の量が一定の水準
に達すると発症するため、誰もが花粉症になる可
能性があります。すでに症状が出ている人もまだ
出ていない人も、花粉から身を守り、予防するこ
とが必要です。

《花粉症予防の４カ条》
❶花粉を避ける……風の強い晴れた日は外出を控
　える。昼前～午後３時ごろまでが最も多い。
❷花粉の侵入を防ぐ……プロテクター付きのメガ
　ネやマスク、スカーフ、帽子などを着用し、体

　内への花粉の侵入を防ぐ。
❸花粉をつけない……服は花粉がつきにくいスベ
　スベした素材のものを着用し、髪はコンパクト
　にまとめ、花粉がつかないようにする。
❹花粉を持ち込まない……帰宅時は玄関先で服や
　髪、持ち物についた花粉をはらう。手・顔・目・
　鼻を洗い、うがいする。

《花粉症の症状が出たら》
　花粉症になると、くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目・
のど・皮膚のかゆみ、集中力の低下、だるい、熱っ
ぽいなどの症状が出ます。
　症状は人によって異なり、原因になる花粉の種
類もさまざまです。症状を抑えるためには、医療
機関で診断を受け、内服薬、点鼻薬、点眼薬など
自分に合った治療を行いましょう。

針葉樹

カバノキ科

イネ科

キク科

スギ、ヒノキ

ハンノキなど

カモガヤなど

ヨモギなど

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 12月11月10月９月１月植物の種類

〔花粉症を引き起こす主な植物と飛散時期の目安〕

花粉から身を守ろう



人のうごき

日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151
水 加戸病院 0893（44）5500

木
日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土・日 大洲中央病院 0893（24）4551

●救急病院

（敬称略／ 12月６日～１月５日届出分）
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日時：28（火）の午前10時～午後３時30分
場所：内子町商工会　※出張相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：14（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／林業センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：14（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医3

診療科目 診療時間 電話番号

内科

○平日・土曜日：
　午後８時～ 11時
○日曜日・祝日：
　午前９時～午後６時

0893（23）1156

●大洲喜多休日夜間急患センター

日 医院名 電話番号
５（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

12（日）亀井小児科（大洲市） 0893（24）3757

19（日）おおむら小児科（内子町） 0893（44）7117

20（月）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

26（日）守口小児科（八幡浜市） 0894（24）7770

●小児在宅当番医

日時：14（火）の午前９時30分～正午
場所：五十崎自治センター
問い合わせ：住民課　☎0893（44）6152

●人権相談

新田ヒデ子（82）内子17
和田　廣三（81）内子18第1
力石　貞則（86）内子19第1
重岡　據英（89）内子21
向居　只則（87）路木
倉田フミヱ（84）江子
明星ハマヨ（94）立川中央
井上　　進（85）日之地
福本　長頼（78）日之地
平岡　　勇（70）上立山
名本　良子（80）上立山
井上　春男（62）論田３
高田敬四郎（79）新川町

●おくやみ

♥竹田　笑
にこあ

愛　　　　　内子８

♣栗田　稀
きいと

斗　　　　　内子11

♥岡田　桃
ももか

佳　　　　　護国

♥𡈽井　涼
すずは

巴　　　　　富中

♥渡邉　紗
さ ら

羅　　　　　上村

♣青木　景
けいご

吾　　　　　上村

♣上宮　蒼
そうし

志　　　　　西沖

●うぶごえ ―♣男の子 ♥女の子―

俊彦
美香
真吾
枝美
耕一
実香
将志
真由美
勇樹
梨恵
浩二
早織
拓司
英美

伊達　秋義（78）上宿間
伊達　久子（84）上宿間
久保つきこ（58）下宿間
河内　清晴（68）福岡
藤村與志和（83）寺成
高岡スズコ（86）宮原
藤岡　露子（90）上川中
丸岡　栄一（89）立石
杉本　則夫（66）新田第2
山本好太郎（94）小田下
石山　守義（88）小田上
小野　和子（86）臼杵中

●まごころ銀行　
皆様から寄付をいただきました。心からお礼申し上げます。　　　内子町社会福祉協議会

和田　光子様（内子18第2）
亀岡　　弘様（内子18第2）
松本　義行様（内子18第2）
稲田　進一様（村前）
宮岡　義之様（本村）

井上　茂雄様（日之地）
平岡　春美様（上立山）
西岡　孝広様（下立山）
大森喜久美様（新川町）
土居　　正様（古田）

　坂本　善和
　三宅由美子
　山竹　隼平
　品田　澪里
　𡈽井　幸二
　山田　美麗
　門田　　伸
　津野　紅葉

●たかさご

髙倉　眞一様（柿原）
伊達　浩克様（上宿間）
銀岡　佳典様（上川上）

●まちの人口
　29年１月１日現在（　）内は前月比

・人口　17,160人　（△ 32）
　　男性　8,216人（△ 25）
　　女性　8,944人（△７）

・世帯数　　 7,210戸（△９）
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。
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広
報
う
ち
こ

和太鼓集団「和
わ だ ち

達」の皆さん

10周年を迎える和太鼓集団「和達」
新たな魅力で、さらなる飛躍を誓う――

◎取材日に練習に参加したメンバーの皆さん。若さあふれる掛け声で撮影――。

　

内
子
町
共
生
館
を
拠
点
に
活
動
す
る
和
太
鼓

集
団「
和わ

だ
ち達
」（
代
表
・
立
花
悠ゆ

う

）
が
、
４
月
に

結
成
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
19
年
に
、
元

内
子
高
校
郷
土
芸
能
部
員
の
４
人
が
活
動
を
開

始
。
現
在
は
メ
ン
バ
ー
が
15
人
に
増
え
、
愛
太

鼓
フ
ェ
ス
タ
in
松
山
で
プ
ロ
演
奏
者
と
共
演
す

る
な
ど
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
「
若
い
世
代
の
太
鼓
集
団
で
女
性
が
多
い
け

れ
ど
、
そ
れ
も
魅
力
の
一
つ
。
そ
の
魅
力
を
生

か
し
た
曲
や
衣
装
で
、
今
ま
で
の
和
太
鼓
演
奏

の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
」と
語
る
立
花
さ
ん
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
衣
装
を
み
ん
な
で
仕
上
げ
る

こ
と
で
、「
和
達
」へ
の
思
い
を
深
め
て
き
ま
し

た
。「
太
鼓
好
き
で
や
る
気
の
あ
る
仲
間
が
集

ま
っ
て
い
る
。
楽
し
い
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
、
常
に
上
を
目
指
し
て
き
た
。
曲
数

も
公
演
数
も
増
え
て
、
10
年
間
の
積
み
重
ね
を

実
感
し
て
い
る
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

内
子
高
校
郷
土
芸
能
部
の
サ
ポ
ー
ト
や
地

域
イ
ベ
ン
ト
で
の
演
奏
な
ど
、
地
域
を
大
切
に

し
な
が
ら
活
動
を
続
け
る「
和
達
」の
皆
さ
ん
。

週
３
回
の
練
習
で
、
さ
ら
に
演
奏
に
磨
き
を
か

け
て
い
ま
す
。
最
後
に
立
花
さ
ん
は
、
秋
に
予

定
し
て
い
る
10
周
年
記
念
公
演
に
触
れ
、「
挑

戦
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
記
念
公
演
で
も
新

し
い『
和
達
』
を
見
せ
た
い
。
ぜ
ひ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
」と
笑
顔
で
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

編
集
　 

記
幸

▽
高
齢
者
の
運
転
を
特
集
を

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

知
り
ま
し
た
。
車
が
な
く
な

る
と
生
活
が
一
変
し
て
、
認

知
症
が
進
ん
で
し
ま
う
人
も

い
る
そ
う
で
す
。
み
ん
な
が

長
い
間
、
い
き
が
い
を
持
っ

て
元
気
で
暮
ら
す
た
め
に
、

安
全
安
心
の
環
境
と
思
い
や

り
が
大
切
で
す
ね
。（
裕
）

▽
成
人
式
や
駅
伝
大
会
の
取

材
で
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。
中
に
は
「
広
報
う

ち
こ
に
出
ら
れ
る
」と
喜
ん

で
く
れ
る
人
も
い
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
温

か
く
取
材
に
協
力
し
て
く
れ

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
健
）
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